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ハウステンボス株式会社

年間来場者：２３０万人

アジア各地から来場がある日本を代表するテーマパーク



依頼

内 容

全体目標 15万人

展示期間： 平成25年11月23日～12月25日（約1ヶ月間）

制作期間： 2日間

ターゲット： 子供・ファミリー

様々なイベントを実施し集客を強化する。



マスコットキャラクターをいれた

人が入れる『お菓子の家』を作って欲しい。



・クリスマスモチーフをした飾りを制作する

(マカロンのツリー・パン細工のリース・クッキーの暖炉)

・来園記念と写真撮影場所を作る

作戦会議の結果



ミニチュア版を作ってみる

依頼から完成まで１ヶ月



設計図を元に必要パーツを作っていく

総量：６００ｋｇ

パーツ類の総数：7500枚



実際に・・・

食べられないものと考えていた・・・



やっぱり、

お客様に食べてもらいたい!!!



食べれるお菓子をつくる

設計を見直し



いよいよ、出発。



早速、取り掛かってみたが・・・

実際の大きさをみて出来上がるか不安・・・

高さ３ｍ×幅３ｍ×奥行き３ｍ



問題発生!!!

クッキーの破損が多く作業が順調に進まない

破損



① 外壁を貼り付けていく

・お客様が一番初めに目につく場所

・大きいパーツなので接着に時間がかかる

・破損が多く作り直す



・クッキーを2000枚使用する

・色のバランスと配置が難しい

・ターゲットの子供の為、見た目にこだわり作成した

②屋根を作成する



・２回目はパーツを守るため、クッション材を増やす

・屋根の部分は、２階から指示を出す人を決めた

・内装は作業分担を明確にした

反省会

改 善



ハウステンボスへ再度、

出発。



内装：お客様に見せるスポットの作成

・クリスマス仕様にして記念撮影スポットにする

・実際に食べられるお菓子を設置する



完成



・マカロンのツリー

・手に持って撮影できるクッキー

・クッキーの暖炉

記念写真スポット

完成



記念撮影をしている姿

子供達の笑顔が見れました。



結 果

食べられるお菓子にこだわって作った。

記念写真スポットで喜んでいただけた。

昼間の集客に貢献できた。

全体来客数 18万人 １１９％全体来客数全体来客数



・問題を解決するアイディア

・チームワーク力を身に付ける

‘’形のないものから、形のあるものを作る‘’

笑顔を届けれるように!!!

夢

子供 × 私達


